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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数台の遊技台と、
　それぞれの前記遊技台のそれぞれの出力端子と接続されたそれぞれの入力端子を有する
複数台の台ユニットと、
　各台ユニットと接続された管理装置と、
　記憶手段と、を備え、
　前記記憶手段には、
　台ユニットテーブルと、
　異なる複数の異常検出パターンと、
　選択情報と、
　信号情報と、が記憶されており、
　前記台ユニットテーブルには、
　各台ユニットの各入力端子に、いずれの遊技台におけるいずれの出力端子が接続されて
いるか、を示す接続関係が示されており、
　前記異常検出パターンのそれぞれは、
　前記信号情報にて割り付け可能に構成された入力信号の状態に基づいて当該異常検出パ
ターンに応じた異常判定用数値を求め、求めた異常判定用数値と、当該異常検出パターン
に含まれている閾値と、を比較して対象とする遊技台に異常が発生しているか否かを判定
するためのプログラムであり、
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　前記選択情報には、
　各遊技台に対応させて複数の前記異常検出パターンの中から選択する異常検出パターン
が設定されており、
　前記信号情報には、
　前記選択情報にて選択した異常検出パターンにて使用する入力信号のそれぞれに、いず
れの遊技台におけるいずれの出力端子を割り付けるか、が設定されており、
　前記管理装置は、
　各遊技台に対して、
　前記選択情報にて選択された異常検出パターンと、
　前記信号情報にて割り付けられた遊技台及び出力端子に接続されている台ユニット及び
入力端子を前記台ユニットテーブルに基づいて判定し、判定した台ユニット及び入力端子
の入力信号の状態と、に基づいて前記異常判定用数値を求め、
　求めた異常判定用数値と当該異常検出パターンの閾値とを比較して、各遊技台に異常が
発生しているか否かを判断する、
遊技台の異常検出装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の遊技台の異常検出装置であって、
　前記記憶手段には、更に、前記選択情報にて選択した異常検出パターンにて使用する前
記閾値を設定する設定情報が記憶されており、
　前記設定情報の前記閾値は、利用者が前記管理装置から入力可能である、
遊技台の異常検出装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の遊技台の異常検出装置であって、
　前記記憶手段には、更に、前記選択情報にて選択した異常検出パターンにて使用する前
記閾値を設定する設定情報と、各遊技台の過去の稼動データである遊技情報と、が記憶さ
れており、
　前記管理装置は、対象とする遊技台の過去の遊技情報に基づいて前記設定情報の前記閾
値を求めて設定する、
遊技台の異常検出装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の遊技台の異常検出装置がそれぞれに設けられた複数の遊技店と、
　複数の前記遊技店における各管理装置と接続された中央装置と、を備え、
　それぞれの前記遊技店におけるそれぞれの前記記憶手段には、更に、前記選択情報にて
選択した異常検出パターンにて使用する前記閾値を設定する設定情報が記憶されており、
　前記中央装置は、複数の前記管理装置に、前記閾値を含む前記設定情報を送信し、
　前記管理装置のそれぞれは、前記中央装置から受信した設定情報に含まれている閾値を
用いて、各遊技台に異常が発生しているか否かを判断する、
遊技台の異常検出装置。
【請求項５】
　請求項４に記載の遊技台の異常検出装置であって、
　前記中央装置は、複数の前記管理装置に、複数の異常検出パターンを送信し、
　前記管理装置のそれぞれは、
　前記中央装置から受信した複数の異常検出パターンを受信してそれぞれの前記記憶手段
に記憶し、
　各遊技台に対して、
　前記中央装置から受信した複数の異常検出パターンの中から前記選択情報にて選択され
た異常検出パターンと、
　前記信号情報にて割り付けられた遊技台及び出力端子に接続されている台ユニット及び
入力端子を前記台ユニットテーブルに基づいて判定し、判定した台ユニット及び入力端子
の入力信号の状態と、に基づいて前記異常判定用数値を求め、
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　求めた異常判定用数値と前記中央装置から受信した設定情報にて設定された閾値とを比
較して、各遊技台に異常が発生しているか否かを判断する、
遊技台の異常検出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、機器、特に、パチンコ台等の遊技台に異常が発生していることを検出する異常
検出装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
パチンコ店等の遊技店では、遊技台と、台ユニット、島ユニット、管理装置（ホールコン
ピュータ）が設けられている。台ユニットの各入力端子には、複数台の遊技台の各出力端
子が接続されている。そして、各台ユニットは島毎に設けられている島ユニットを介して
管理サーバに接続されている。
このような遊技店では、遊技媒体（パチンコ玉）を用いて遊技を行うパチンコ台等の遊技
台に機械的異常や電気的異常が発生していること、不正が行われていること等（以下、こ
れらを「異常」という）を検出する必要がある。このため、台ユニットは、各遊技台の出
力端子に接続されている入力端子より、例えば、各遊技台のアウト玉数（遊技台に投入さ
れた遊技玉の数）、始動口入賞回数（大当りを判定する図柄を変動表示させるための特殊
な口に遊技玉が入賞した回数）、セーフ玉数（遊技台に投入され、入賞口に入った遊技球
の数）、大当り回数等の信号を取り込み、これらの信号間の関係（差、比等）により遊技
台に異常が発生しているか否かを判断している。例えば、通常の動作仕様では、大当り中
の出玉の数が２４００個である場合、大当り間のアウト玉数とセーフ玉数との差が２５０
０個を上回っている時に遊技台に異常が発生していることを検出する。
そして、台ユニットは、遊技台に異常が発生していることを検出した場合には、異常が発
生している遊技台の番号や異常内容等を含む異常発生信号を島ユニットを介して管理装置
に送信する。管理装置は、異常発生信号を受信すると、店員等に報知する。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来では、台ユニットは、各遊技台の各出力端子に接続されている各入力端子に入力され
る信号を、異常検出条件に含まれている遊技台の信号として入力して異常検出を行ってい
る。このため、台ユニットの入力端子と遊技台の出力端子との接続関係が変更されると、
異常検出条件を変更する必要があった。また、各台ユニットで遊技台に異常が発生してい
ることを検出しているため、遊技台の仕様変更等によって異常検出条件に含まれている遊
技台の信号や閾値等を変更する場合には、各台ユニット毎に異常検出条件を変更する必要
があり、変更作業が面倒であった。
本発明は、このような点に鑑みて創案されたものであり、台ユニットと遊技台との接続関
係の変更や遊技台の仕様変更時等に容易に対処することができる遊技台の異常検出装置を
提供することを目的とする。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
　前記課題を解決するための本発明の第１発明は、請求項１に記載されたとおりの遊技台
の異常検出装置である。
　請求項１に記載の遊技台の異常検出装置は、複数台の遊技台と、それぞれの前記遊技台
のそれぞれの出力端子と接続されたそれぞれの入力端子を有する複数台の台ユニットと、
各台ユニットと接続された管理装置と、記憶手段と、を備える。
　前記記憶手段には、台ユニットテーブルと、異なる複数の異常検出パターンと、選択情
報と、信号情報と、が記憶されており、前記台ユニットテーブルには、各台ユニットの各
入力端子に、いずれの遊技台におけるいずれの出力端子が接続されているか、を示す接続
関係が示されており、前記異常検出パターンのそれぞれは、前記信号情報にて割り付け可
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能に構成された入力信号の状態に基づいて当該異常検出パターンに応じた異常判定用数値
を求め、求めた異常判定用数値と、当該異常検出パターンに含まれている閾値と、を比較
して対象とする遊技台に異常が発生しているか否かを判定するためのプログラムであり、
前記選択情報には、各遊技台に対応させて複数の前記異常検出パターンの中から選択する
異常検出パターンが設定されており、前記信号情報には、前記選択情報にて選択した異常
検出パターンにて使用する入力信号のそれぞれに、いずれの遊技台におけるいずれの出力
端子を割り付けるか、が設定されている。
　そして前記管理装置は、各遊技台に対して、前記選択情報にて選択された異常検出パタ
ーンと、前記信号情報にて割り付けられた遊技台及び出力端子に接続されている台ユニッ
ト及び入力端子を前記台ユニットテーブルに基づいて判定し、判定した台ユニット及び入
力端子の入力信号の状態と、に基づいて前記異常判定用数値を求め、求めた異常判定用数
値と当該異常検出パターンの閾値とを比較して、各遊技台に異常が発生しているか否かを
判断する。
　これにより、台ユニットの入力端子と遊技台の出力端子との接続関係が変更された場合
には、台ユニットテーブルの内容を変更するだけよく、異常検出パターンを変更する必要
がない。言い換えれば、異常検出パターンに関係なく、台ユニットの入力端子と遊技台の
出力端子とを自由に接続することができるため、接続作業が容易となる。また、異常検出
パターンを設定、変更する場合には、記憶手段に記憶されている異常検出パターンを変更
するだけでよい。このため、異常検出パターンを容易に設定、変更することができる。
　また、異常検出パターンで用いる遊技台の信号を変更する場合には、信号情報を変更す
るだけでよいため、異常検出パターンを容易に変更することができる。
　また、選択情報を設定するだけで異常検出パターンを変更することができるため、異常
検出パターンを一層容易に変更することができる。
　また、本発明の第２発明は、請求項２に記載されたとおりの遊技台の異常検出装置であ
る。
　請求項２に記載の遊技台の異常検出装置は、請求項１に記載の遊技台の異常検出装置で
あって、前記記憶手段には、更に、前記選択情報にて選択した異常検出パターンにて使用
する前記閾値を設定する設定情報が記憶されており、前記設定情報の前記閾値は、利用者
が前記管理装置から入力可能である。
　また、本発明の第３発明は、請求項３に記載されたとおりの遊技台の異常検出装置であ
る。
　請求項３に記載の遊技台の異常検出装置は、請求項１に記載の遊技台の異常検出装置で
あって、前記記憶手段には、更に、前記選択情報にて選択した異常検出パターンにて使用
する前記閾値を設定する設定情報と、各遊技台の過去の稼動データである遊技情報と、が
記憶されており、前記管理装置は、対象とする遊技台の過去の遊技情報に基づいて前記設
定情報の前記閾値を求めて設定する。
　請求項３に記載の遊技台の異常検出装置を用いれば、管理装置は、異常検出パターンに
含まれている閾値として遊技情報に対応する設定値を用いるため、異常が発生しているこ
とを判断するための閾値を遊技台の動作仕様や仕様条件等に応じて設定する必要がない。
　また、本発明の第４発明は、請求項４に記載されたとおりの遊技台の異常検出装置であ
る。
　請求項４に記載の遊技台の異常検出装置は、請求項１に記載の遊技台の異常検出装置が
それぞれに設けられた複数の遊技店と、複数の前記遊技店における各管理装置と接続され
た中央装置と、を備え、それぞれの前記遊技店におけるそれぞれの前記記憶手段には、更
に、前記選択情報にて選択した異常検出パターンにて使用する前記閾値を設定する設定情
報が記憶されており、前記中央装置は、複数の前記管理装置に、前記閾値を含む前記設定
情報を送信し、前記管理装置のそれぞれは、前記中央装置から受信した設定情報に含まれ
ている閾値を用いて、各遊技台に異常が発生しているか否かを判断する。
　請求項４に記載の遊技台の異常検出装置を用いれば、中央装置から異常検出パターンに
含まれている閾値の設定値を管理装置に送信するため、異常検出パターンに含まれている
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閾値の設定値を変更するための作業を各管理装置毎に行う必要がない。このため、閾値の
変更作業が容易である。
　また、本発明の第５発明は、請求項５に記載されたとおりの遊技台の異常検出装置であ
る。
　請求項５に記載の遊技台の異常検出装置は、請求項４に記載の遊技台の異常検出装置で
あって、前記中央装置は、複数の前記管理装置に、複数の異常検出パターンを送信し、前
記管理装置のそれぞれは、前記中央装置から受信した複数の異常検出パターンを受信して
それぞれの前記記憶手段に記憶し、各遊技台に対して、前記中央装置から受信した複数の
異常検出パターンの中から前記選択情報にて選択された異常検出パターンと、前記信号情
報にて割り付けられた遊技台及び出力端子に接続されている台ユニット及び入力端子を前
記台ユニットテーブルに基づいて判定し、判定した台ユニット及び入力端子の入力信号の
状態と、に基づいて前記異常判定用数値を求め、求めた異常判定用数値と前記中央装置か
ら受信した設定情報にて設定された閾値とを比較して、各遊技台に異常が発生しているか
否かを判断する。
　請求項５に記載の遊技台の異常検出装置を用いれば、中央装置から異常検出パターンを
管理装置に送信するため、異常検出パターンを変更するための作業を各管理装置毎に行う
必要がない。このため、異常検出パターンの変更作業が容易である。
【０００５】
【発明の実施の形態】
　以下の、本発明の遊技台の異常検出装置の実施の形態を図面を用いて説明する。図１は
、本発明の遊技台の異常検出装置の一実施の形態を示す図である。本実施の形態は、パチ
ンコ店における遊技台の異常検出装置である。
　本実施の形態は、パチンコ台１０ａ～１０ｄ、台ユニット２０ａ、２０ｂ、島ユニット
４０ａ、４０ｂ、管理装置５０により構成されている。すなわち、パチンコ店内の各島毎
に設けられた複数台のパチンコ台１０ａ～１０ｄは、グループに分割され、各グループ毎
に台ユニット２０ａ、２０ｂに接続されている。台ユニット２０ａ、２０ｂは、通信線、
例えばＬＡＮ１０ａ、ＬＡＮ１０ｂを介して自己が属する島ユニット４０ａ、４０ｂに接
続されている。また、島ユニット４０ａ、４０ｂは、通信線、例えばＬＡＮ２０を介して
管理装置５０に接続されている。なお、各回路を無線回線で接続してもよい。
　なお、本実施の形態にて説明する異常検出条件は、異常検出パターンに相当する。
【０００６】
台ユニット２０ａ、２０ｂの入力端子には、パチンコ台１０ａ～１０ｄの出力端子が接続
される。
本実施の形態では、台ユニット２０ａとして１２ポートの入力端子を有する台ユニットが
用いられ、台ユニット２０ａの１番～３番の入力端子にパチンコ台１０ａの１番～３番の
出力端子、４番～６番の入力端子にパチンコ台１０ｂの１番～３番の出力端子、７番～９
番の入力端子にパチンコ台１０ｃの１番～３番の出力端子、１０番～１２番の入力端子に
パチンコ台１０ｄの１番～３番の出力端子が接続されている。この場合、台ユニット２０
ａの１番～１２番の入力端子とパチンコ台１０ａ～１０ｄの１番～３番の出力端子との間
には、接続線３０ａ～３０ｌが配線される。
【０００７】
また、管理装置５０には記憶手段６０が設けられている。記憶手段６０は、管理装置がア
クセス可能であればどこに設けられていてもよい。
記憶手段６０には、台ユニット２０ａ、２０ｂの各入力端子と当該入力端子に入力される
遊技台１０ａ～１０ｄの信号との関係を示す台ユニットテーブルが記憶される。なお、遊
技台の各出力端子から出力される遊技台の信号が分っている場合には、台ユニット２０ａ
、２０ｂの各入力端子とパチンコ台１０ａ～１０ｄの各出力端子との接続関係を示す台ユ
ニットテーブルを記憶させてもよい。
台ユニット２０ａ、２０ｂの入力端子とパチンコ台１０ａ～１０ｄの出力端子が前記した
ように接続されている場合、台ユニットテーブルは、例えば図２に示すように作成される
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。図２に示す台ユニットテーブルには、台ユニットの番号（台ユニットＮｏ．）、台ユニ
ットの入力端子の番号（入力端子Ｎｏ．）、入力端子に接続されているパチンコ台の番号
（台番号）、そのパチンコ台の出力端子の番号（出力番号）、そのパチンコ台の出力端子
から出力される信号の種類（出力名）が記憶される。図２に示す台ユニットテーブルは、
例えば、台ユニット２０ａの１番の入力端子にはパチンコ台１０ａの１番の出力端子から
出力される「アウト玉信号」が入力され、台ユニット２０ａの２番の入力端子にはパチン
コ台１０ａの２番の出力端子から出力される「大当り信号」が入力され、台ユニット２０
ａの３番の入力端子には遊技台１０ａの２番の出力端子から出力される「始動信号（始動
口入賞信号）」が入力されていることを示している。
【０００８】
台ユニットテーブルの設定（新規作成、変更、追加等）は、管理装置５０に設けられてい
るキーボード、タッチ式の表示手段等の入力手段によって行うことができる。
例えば、表示手段にメニュー画面が表示されている状態で、「台ユニットテーブルの設定
」を選択すると、表示手段に図２に示す台ユニットテーブルが表示される。係員は、表示
手段に表示されている台ユニットテーブルに順次必要な情報を入力することにより台ユニ
ットテーブルが設定される。台ユニットテーブルに設定されている情報を変更あるいは追
加する場合も同様にして行うことができる。なお、台ユニットテーブルに設定されている
情報を変更、追加する操作も、「台ユニットテーブルを設定する」という操作の概念に含
まれる。
なお、入力手段や接続テーブルの設定プログラム等は、台ユニットテーブルを設定する「
設定手段」に対応する。
【０００９】
また、記憶手段６０には、遊技台に異常が発生していることを検出する複数の異常検出条
件、各遊技台の異常検出に用いる異常検出条件を選択する選択情報が記憶される。さらに
、記憶手段６０には、各異常検出条件に含まれている信号と遊技台の信号との関係を示す
信号情報、各異常検出信号に含まれている閾値の設定値が記憶される。これらの選択情報
、信号情報、閾値の設定値等は、例えば、管理装置５０に設けられている入力手段等によ
り入力される。
異常検出条件としては、例えば、以下のような複数の異常検出条件が記憶される。
▲１▼単位時間（ｔ１）当りの信号［Ａ］のＯＮ回数が下限値（Ｘ１）以下または上限値
（Ｘ２）以上の場合に異常（アウト玉数異常）が発生していると判断する。
例えば、単位時間内のアウト玉数が設定数以上である場合に異常と判断する。
▲２▼信号［Ａ］が「Ｈ」レベルまたは「Ｌ」レベルの間における、信号［Ｂ］のＯＮ回
数が下限値（Ｘ１）以下または上限値（Ｘ２）以上である場合に異常が発生していると判
断する。
例えば、パチンコ台のガラス扉が開放している間における、入賞口への入賞数が所定数以
上である場合に異常と判断する。
▲３▼信号［Ａ］のＯＮ回数と信号［Ｂ］のＯＮ回数の差または比が下限値（Ｘ１）以下
または上限値（Ｘ２）以上である場合に異常が発生していると判断する。
例えば、始動口入賞回数と始動回数の比（始動口入賞回数÷始動回数）が「１」よりも小
さい場合に異常と判断する。
▲４▼単位時間（ｔ１）当りの信号［Ａ］のＯＮ回数と信号［Ｂ］のＯＮ回数の差または
比が下限値（Ｘ１）以下または上限値（Ｘ２）以上である場合に異常が発生していると判
断する。
例えば、所定時間内の出玉数（セーフ玉数－アウト玉数）が所定値以上である場合に異常
と判断する。
▲５▼信号［Ａ］が「Ｈ」レベルまたは「Ｌ」レベルの間における、信号［Ｂ］のＯＮ回
数と信号［Ｃ］のＯＮ回数の差または比が下限値（Ｘ１）以下または上限値（Ｘ２）以上
である場合に異常が発生していると判断する。
例えば、パチンコ台本来の動作仕様では大当たり間の出玉数が２４００個であるとしたと
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き、大当たり間（大当たり信号が「Ｈ」レベルである間）のアウト玉数とセーフ玉数との
差が２５００個を上回っている場合に異常と判断する。
なお、異常検出条件▲１▼～▲５▼における信号Ａ～Ｃが本発明の「異常検出条件に含ま
れている信号」に対応し、異常検出条件▲１▼～▲５▼に含まれている下限値（Ｘ１）や
上限値（Ｘ２）が本発明の「異常検出条件に含まれている閾値」に対応する。
【００１０】
異常を検出するための動作を、具体的例により説明する。以下では、１分間におけるアウ
ト玉数と始動口入賞回数との比、すなわち、始動口に入賞してから次に始動口に入賞する
までの間の平均アウト玉数（平均発射玉数）が２５個以上である場合に異常（始動回数の
異常）が発生していると判断する処理を、パチンコ台１０ａについて行う場合について説
明する。
この場合には、前記した異常検出条件▲４▼を用いる。すなわち、記憶手段６０には、パ
チンコ台１０ａの異常検出条件として異常検出条件▲４▼を選択することを示す選択情報
が記憶される。
また、異常検出条件▲４▼に含まれている信号［Ａ］、信号［Ｂ］として、台ユニット２
０ａの入力端子Ｎｏ．［１］、入力端子Ｎｏ．［３］（パチンコ台１０ａのアウト玉信号
、入賞口始動信号が入力され入力端子）に入力される信号を用いることを示す信号情報（
異常検出条件に含まれている信号と遊技台の信号との関係を示す信号情報）が記憶手段６
０に記憶される。この時、異常検出条件▲４▼に含まれている単位時間（Ｔ１）として、
「１分間」に設定することを示す設定情報も記憶手段６０に記憶される。
さらに、異常検出条件▲４▼に含まれている、異常が発生しているか否かを判断するため
の上閾値である限値（Ｘ２）として設定値「２５個」を、下限値（Ｘ１）として「０個」
を設定することを示す設定情報が記憶手段６０に記憶される。
なお、選択情報、信号情報、設定情報は、例えば管理装置に設けられている入力手段を用
いて入力される。この場合、例えば、異常検出条件▲４▼の下限値（Ｘ１）を入力しなけ
れば、下限値（Ｘ１）が自動的に「０」に設定されるように構成することもできる。ある
いは、下限値（Ｘ１）を入力しなければ、下限値（Ｘ１）との比較を行わないように構成
することもできる。
【００１１】
管理装置５０は、記憶手段６０に記憶されている選択情報に基づいて、パチンコ台１０ａ
に対して異常検出条件▲４▼が選択されたことを判別する。
そして、記憶手段６０に記憶されている信号情報に基づいて、異常検出条件▲４▼に含ま
れている信号［Ａ］に台ユニット２０ａの入力端子Ｎｏ．［１］に入力される信号（パチ
ンコ台１０ａのアウト玉信号）を挿入し、信号［Ｂ］に台ユニット２０ａの入力端子Ｎｏ
．［３］に入力される信号（パチンコ台１０ａの入賞口始動信号）を挿入することを判別
する。
また、記憶手段６０に記憶されている設定情報に基づいて、異常検出条件▲４▼に含まれ
ている上限値（Ｘ２）に「２５個」を挿入し、単位時間（Ｔ１）に「１分間」を挿入する
ことを判別する。なお、下限値（Ｘ１）には、例えば「０個」が挿入される。
【００１２】
いま、パチンコ台１０ａのセーフ玉信号、始動口入賞信号が図３に示すような状態であっ
たものとする。すなわち、１分間での遊技台１０ａのアウト玉信号のＯＮ回数が１０（１
０個で１パルスが出力されるため、総ＯＮ回数は１００）であり、始動口入賞信号のＯＮ
回数が６である。
管理装置５０は、異常検出条件▲４▼により、アウト玉信号のＯＮ回数（１００）と始動
口入賞回数（６）との比１６．７（＝１００÷６）（始動口入賞までの平均セーフ玉数あ
るいは平均発射玉数）を求める。
そして、この比１６．７が上限値２５個以上でないため、パチンコ台１０ａには異常が発
生していないと判断する。一方、この比が２５個以上であれば、パチンコ台１０ａに異常
が発生していると判断する。
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【００１３】
異常検出条件に含まれている閾値としては、予め設定した設定値を用いる方法以外に、過
去の蓄積データに応じて設定された設定値を用いることもできる。
これを、前記した、始動口入賞までの実施例について、例えば、過去のパチンコ台の遊技
情報に基づいて設定することもできる。
過去のパチンコ台の遊技情報に基づいて異常を検出する動作を、前記した過去のパチンコ
台の始動口入賞までの平均発射玉数により異常を検出すれ場合について説明する。この場
合、閾値として、過去のパチンコ台（例えば、パチンコ台１０ａ、あるいはパチンコ台１
０ａと同機種または同仕様のパチンコ台）の始動口入賞までの平均発射玉数に応じて設定
された設定値が用いられる。
例えば、図４に示すように、過去（例えば、過去１日、過去１週間等）における、パチン
コ台１０ａの１分間での始動口入賞までの平均発射玉数を集計し、平均発射玉数の頻度、
割合、累計を計算する。そして、これらの始動口入賞までの平均発射玉数の頻度、割合、
累計等から設定した閾値と、今回の１分間における始動口入賞までの平均発射玉数とを比
較して異常が発生しているか否かを判断する。
例えば、異常と判断する基準として、「過去に例がない平均発射玉数の場合を異常が発生
していると判断する」が設定されている場合には、今回の平均発射玉数が、頻度が「０」
である１１個以下あるいは４２個以上であると、異常が発生していると判断する。この場
合には、「１１個」あるいは「４２個」が閾値として設定される。
あるいは、「過去に前例はあるがその頻度が極めて低い場合を異常が発生していると判断
する」が設定されている場合には、今回の平均発射玉数が、割合が１％以下である１５個
以下あるいは３４個以上であると、異常が発生していると判断する。この場合には、「１
５個」あるいは「３４個」が閾値として設定される。
なお、閾値としては、複数の閾値が設定される場合もある。例えば、今回の平均発射玉数
が、第１の下限値以上で第１の上限値以下の範囲あるいは第１の下限値以上で第２の下限
値以下の範囲であると、以上が発生していると判断する。
【００１４】
なお、本発明は、実施の形態で説明した構成に限定されず、本発明の要旨を変更しない範
囲で種々変更、追加、削除を行うことができる。
例えば、記憶手段に、遊技台に対応させて異常検出条件を選択する選択情報を記憶させ、
各遊技台に対応する選択情報に応じた異常検出条件に基づいて異常検出を行ったが、記憶
手段に、各遊技台の種類を記憶させるとともに、遊技台の機種に対応させて異常検出条件
を選択する選択情報を記憶させておき、各遊技台の種類に対応する異常検出条件に基づい
て異常検出を行うよにしてもよい。
また、記憶手段に複数の異常検出条件を記憶させたが、記憶手段に記憶させる異常検出条
件は１つでもよい。
また、記憶手段に異常検出条件に含まれている信号と遊技台の信号との関係を示す信号情
報を記憶させたが、遊技台の信号を用いた異常検出条件を記憶させ、信号情報を省略する
こともできる。
また、記憶手段に異常検出信号に含まれている閾値の設定値を記憶させ、あるいは遊技情
報に基づいて設定するようにしたが、閾値の設定値を用いた異常検出条件を記憶させても
よい。
また、異常検出条件、異常検出条件に含まれている閾値の設定値等を、各遊技店毎に設け
られている管理装置の入力手段等により入力したが、管理装置が複数設けられている場合
には、複数の管理装置に接続された中央装置を設け、中央装置から各管理装置に、異常検
出条件や、異常検出条件に含まれている閾値の設定値や、異常検出条件に含まれている信
号と遊技台の信号との関係を示す信号情報等を送信して、各記憶手段に記憶させるように
構成することもできる。この場合には、異常検出条件や閾値の設定値や信号情報等を各管
理装置毎に設定、変更する必要がないため、異常検出条件や閾値の設定値や信号情報等の
設定、変更作業が容易となる。
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からの信号を管理装置に接続されている中央装置に送信するとともに、異常検出条件や台
ユニットテーブルを中央装置に記憶させることにより、中央装置で遊技台の異常を検出す
るように構成することもできる。この場合には、中央装置が、本発明の管理装置に対応す
る。
また、台ユニットテーブルに、台ユニットの各入力端子と当該入力端子に入力される遊技
台の信号との関係を記憶させたが、遊技台の各出力端子から出力される信号が定まってい
る場合には、台ユニットの各入力端子と当該入力端子に接続されている遊技台の出力端子
との接続関係を台ユニットテーブルに記憶させてもよい。この場合には、異常検出条件に
含まれる信号と遊技台の出力端子番号との関係を示す信号情報を記憶させる。この場合に
も、実質的に、台ユニットテーブルに、台ユニットの各入力端子と当該入力端子に入力さ
れる遊技台の信号との関係を記憶させ、信号情報は、異常検出条件に含まれている信号と
遊技台の信号との関係を示しているから、これらの変更も、本発明の、「台ユニットの各
入力端子と当該入力端子に入力される遊技台の信号との関係を示す台ユニットテーブル」
、「異常検出条件に含まれている信号と遊技台の信号との関係を示す信号情報」の概念に
含まれる。
また、異常検出条件は種々設定可能である。
また、台ユニットと管理装置との間に島ユニットを設けたが、島ユニットは省略すること
もできる。
また、パチンコ店におけるパチンコ台の異常を検出する場合について説明したが、本発明
は、パチンコ店以外の種々の遊技店における遊技台の異常を検出する場合に用いることが
できる。
また、本発明は、遊技台以外の種々の機器の異常検出装置として構成することができる。
この場合には、明細書中の「遊技台」あるいは「パチンコ台」という記載は「機器」とい
う記載に置き換えられる。例えば、請求項１は、「複数台の機器と、機器の出力端子と接
続された入力端子を有する複数台の機器ユニットと、機器ユニットと接続された管理装置
と、記憶手段とを備え、記憶手段には、機器ユニットの入力端子と当該入力端子に接続さ
れている機器の出力端子から出力される信号との関係を示す機器ユニットテーブル、機器
に異常が発生していることを検出する異常検出条件が記憶されており、管理装置は、異常
検出条件に含まれている機器の信号が入力されている機器ユニットの入力端子を機器ユニ
ットテーブルに基づいて判別し、判別した機器ユニットの入力端子の信号を異常検出条件
に挿入することを特徴とする機器の異常検出装置。」のように記載することができる。
【００１５】
【発明の効果】
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態を示す図である。
【図２】台ユニットテーブルの設定状態を示す図である。
【図３】異常検出条件に含まれている信号の状態の例を示す図である。
【図４】異常検出条件に含まれている閾値を設定する例を説明するための図である。
【符号の説明】
１０ａ～１０ｄ　パチンコ台（遊技台）
２０ａ、２０ｂ　台ユニット
４０ａ　島ユニット
５０　管理装置
６０　記憶手段
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